
学校名  佐賀市立小中一貫校北山校  

校長名  下 川  登 志 雄  

 

令和５年度教育課程について 

 

 

１．学校の教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北山校ならではの小中一貫教育と各種交流活動を通して、自主的に学び、考え、将来、自立（家族・

社会《日本・ふるさと》を支えていく人になる）するための３つの心（感謝・絆・全力）と実践力を

育む。そのために次のような学校像・教師像・児童生徒像を設定する。 

 

＜めざす学校像＞ 

・ 自他の命を尊重し、家族・仲間・地域の方々の支えに対して感謝の心を育む学校 

・ 他者（仲間・保護者・地域の方々等）との繋がりづくりを推進する学校 

・ 自ら意欲的に学び・考え、確かな学力と健やかな体、体力を育む学校 

＜めざす教師像＞ 

・ 出会いに感謝し、自ら意欲的に人間力・指導力の向上に努める教師 

・ 北山校の一員としてチームワークを心掛け、地域との絆を大切にする教師 

・ 情熱と謙虚さをもって児童生徒の成長に全力を尽くす教師 

＜めざす児童生徒像＞ 

・ 自分と他者の命を大切にし、感謝の心を自ら言動に表すことができる子ども 

・ 人との絆を大切にし、互いに高め合い、助け合い、喜び合う子ども 

・ 常に、自ら全力を尽くそうとする心をもち、主体的に学習に取り組む子ども 

感謝・絆・全力 

～小中一貫教育と各種交流活動によって自主・自立に向かう児童生徒の育成～ 

 

自主  
 

自 立 



２．本校の教育の特色 

◎ 北山校ならではの小中一貫教育と各種交流活動を通して、自主的に学び、考え、将来、自立（家

族・社会《日本・ふるさと》を支えていく人になる）するための３つの心（感謝・絆・全力）と

実践力を育む。 

① 小中一貫教育 

前期（１・２・３・４年)  中期(５・６・７年) 後期(８・９年) 

＜基礎期＞  ＜定着期＞  ＜発展期＞ 

基礎・基本の定着を図り、

論理的思考力、表現力の基礎

を養い、１・２年は、楽しく、

３・４年は進んで、学習に取

り組む態度を育てる。さらに、

基本的な生活習慣を身に付け

る。 

基礎・基本を確実に身に付

け、論理的思考力、表現力を

伸ばし、主体的に、学習に取

り組む態度を育てる。さらに、

マナーや規範意識を高める。 

基礎・基本を確実に身に付

け、活用する力や論理的思考

力、表現力を伸ばし、学びに

向かう力、人間性を高める。 

○ ４・３・２制による義務教育９年間を見通した系統的・継続的な一貫した生きる力の育

成 

○ 全教科、「北山校授業モデル」の徹底による言語活動の充実及び論理的思考力、表現力の育

成 

○ 授業や体験活動などで社会や地域との関わることで、主体的に学びに向かう力や人間性の

育成 

○ 計画的・系統的な道徳教育の充実による道徳的心情の育成 

 

② 各種交流活動 

○ 縦割り班活動を通しての自己肯定感や人間関係力の向上 

○ 佐賀市内の小中学校や特別支援学校との直接交流の取組による人間関係構築力の向上 

○  Teams や Zoom などの会議システムを活用した国内外（富士町内・オーストラリア等）と

の交流授業による思考力、活用力、表現力の向上 

○ 地域の特色を活かした活動を通してのふるさとを愛する心と誇りの向上 

○ 郷土の自然や環境、歴史などゲストティーチャーを招いての学習。その後、それを守った

り、活かしたり方法について考えて議論し、作成した具体案を実践。（SDGs） 

○ 北部保育園訪問等の交流活動を取り入れた幼保小中連携教育の推進 

 

３．教育計画 

 (1) 本年度の教育の重点 

① 「感謝」…豊かな心【キーワード：自他の生命尊重 他人を思いやる心】 

○ 命の尊さ・重さを深く心に刻み、自己肯定感を育む活動を系統的・計画

的・組織的に推進する。 

○ 道徳教育推進教員を中心として月ごとの年間計画に「考え、議論する」特別の教科

道徳を位置付けた計画的・系統的な道徳教育の充実による道徳的心情を育成する。年

間計画の各種行事の中で、道徳心を育て、また、活動を振り返る場面をつくることで、

道徳的心情を育てるようにする。 

○ 授業実践、全校集会や人権週間の取組を通して人権･同和教育を全ての教育活動の

根幹と捉え、人権感覚を磨き、一人ひとりを大切にした教育活動の推進を図る。 

○ ボランティア活動（地域清掃・デイケア施設訪問等）を児童生徒会主体で行い、自らが気付



いて、支え合い、助け合うことの大切さを実感する活動を推進する。 

② 「絆」…絆づくり【キーワード：人間関係力の向上 ふるさとへの愛と誇り】 

○ 互いに高め合い、助け合い、喜び合う学級づくりを通して人との「絆」を深める力

や自己肯定感、人権意識を高める。 

○ 縦割り班活動、児童生徒会活動や各ブロック活動を通して人と繋がる力（人間関係

構築力・調整力）を養う。 

○ 国内外との遠隔地交流や佐賀市内の小中学校、特別支援学校との直接交流を通し

て、異なる地域・文化・習慣・価値観の違いを理解し、意欲的に人と関わる力を養う。 

○ 地域連携行事を通して積極的に人と関わる力やふるさとを誇りに思う心を育む。 

○ 地域の専門家の方々を講師として、北山の自然や文化、農業、林業、歴史などにつ

いて学習を行い、郷土を愛する心を育てる。また、SDGs の取り組みとして、それを守 

ったり、活かしたりする方法を考え、児童生徒会や育友会、地域を巻き込んで活動する。 

 

③ 「全力」…学力向上【キーワード：基礎・基本（学習・生活習慣）定着 思考力・判

断力・表現力向上 体力向上】 

○ 学校行動目標：「立腰・あいさつ、返事、はきものそろえ、掃除、読書」の徹底を図

り、学習・生活習慣の向上を図る。 

○ 「立腰」の重要性を児童生徒が実感し、授業、集会の中で継続して実践し、聴く姿勢の向上

を図り、学習・生活態度の向上を図る。 

○ 「北山校授業モデル」（つかむ→見通す→考える→深める→まとめる）の共通実践及び教職

員一人ひとりの指導法改善を図る。（校内研と連動した授業研究会、地域公開授業、ICT 利活

用の推進等） 

○ 言語活動の充実と「思考力の６項目」（比較・順序・類別・理由付け・定義付け・推理）に

着目した論理的思考力を高める取組によって学力の向上を図る。 

○ 補充学習「友愛」（小学部は学習プリントやタブレットを使って朝自習の時間に行う。中学

部は放課後の時間に行う。）を推進するとともに「学習の手引き」下敷きや自学ノート等を活

用して自ら、意欲的に学習する児童生徒を育成し、基礎・基本の定着を図りながら家庭学習習

慣を身に付けさせる。さらに、５年生以上では、目標を決めそれを実現するために、自分の家

庭学習の内容、時間や日にち（曜日）を自分で設定して自主学習や家庭学習を行わせるように

する。このことで、学習者の自立を図り、非認知能力を育成する。１～４年生は、前段階とし

て、自分で時間を決めて、宿題や自分やろうと考えた勉強をさせるようにする。 

○ 学活の時間に、自分に必要な学習内容と時間を計画させる。それが、実施できているかどう

かをチェックし、ある時は教師からのアドバイスを、あるときは計画の見直しをさせ、主体的

に自分で内容と時間を決め家庭学習をする習慣を身に付けさせる。また、子供たちだけでな

く、学校からの通信、メール、学年育友会によって、保護者の家庭学習に対する啓蒙を行う。 

○ 問題を読み取る力が低い児童生徒が多いという課題があり、解決のために週１回１５分間

「言の葉タイム」を行う。小学部は、文章を読んで、要約したり、自分の考えを書いたりする。

中学部は、読解力を育成する問題集を使って、文章だけでなく、表や図、グラフなどからも情

報を読み取り、自分の考えをまとめる活動を行う。 

○ GIGA スクールに対応するために、タブレット PC を使った調べ学習、学び合い活動やプレゼ

ンテーション、交流学習を行わせる。 

○ 小中一貫校のメリットを活かして、中学生の期末・学年末テスト前の部活動停止期間は、小

学生も家庭学習強化期間（家勉がんばろう週間）とする。また、国語、理科、英語、体育、音

楽については、中学校教員による小学生への乗り入れ授業を行う。さらに、小学校３，４年生

の算数では二人の教師による T.T の授業を行う。 

○ 特別支援が必要な児童生徒に対して、必要な教科を決め、T.T や個別で授業を行う。また、

サポート部会を月１回開き、支援の在り方についても検討を行っていく。 



○ 児童生徒会活動の縦割り班活動の中に北山タイム（体力作り活動）を取り入れ、体力強化を

図る。 

○ 昼休みに外遊びを奨励し、体力の向上を推進する。 

 

 (2) 佐賀市の特色ある取組について 

① 幼保こ・小・中連携の取組 

○ 北部保育園と北山校職員が相互参観を行い、園児児童生徒理解を深める。 

○ 北部保育園児と北山校児童生徒の交流活動を行う。 

・ 保小連携 … どろ遊び、体育大会、スクールコンサート、新入学児童説明会、 

交流学習等 

・ 保中連携 … 保育園職場体験（８年生）、技術・家庭科での保育体験学習（９年生） 

○ 富士町内２保育園と３小学校との連絡会を２回実施し、保育や指導に関する共通理解を図

る。 

○ 小中一貫した取組 

・ 小中で共通の校内研究のテーマの設定 

・ 小中での授業研究会や授業参観 

・ １年生から９年生までの小中一貫した個人カルテや個別の支援計画の作成 

・ 小中合同またはブロックごとの学校行事や集会の実施 

・ 小中合同の｢今月の生活目標｣の設定と指導 

・ ９年間の縦割り班活動の実施 

 

② 「いじめ・いのちを考える日」の取組 

○ 北山校いじめ防止基本方針に則り、対策委員会を中心にいじめを未然に防止するこ

と、及びいじめ問題の早期発見、早期対応に努める旨を児童生徒に示し、全校をあげて

いじめのない学校づくりに取り組む。 

○ 児童生徒総会で決定した「北山校みんな仲良し宣言（いじめゼロ宣言）」や故中村冨可男先生

の追悼集会、平和集会、人権集会、交通安全集会などを通して、命や人権の大切さについての

意識付けを図る。 

○ 児童生徒集会(月 1 回）において、「北山校みんな仲良し宣言」の唱和を行うとともに、いじ

め防止や人権尊重に関する授業等での取り組みの発表を学年ごとに輪番で行い、人権意識を高

める。 

 

③ 市民性を育む取組 

○ ふるさと学習支援事業を活用し、郷土の歴史、文化、産業等を学び、郷土への誇り、

愛着をもつ心情を育てる。（事業の対象は４・６年生であるが、複式学級のため３～６

年生で実施） 

○ 児童生徒会主催による地域の環境を考えたボランティア清掃に取り組み社会貢献意識を高

める。 

○ ふれあい企画の行事（ふれあいサマーキャンプ、ふれあい冬の北山まつり)を実施し、ふる

さとを愛する心情を育む。 

○ 家庭や地域と協力し、各地区の祭りなど、北山地区の伝統行事に継続して参加させること

で、地域の一員としての自覚や自己効用感をもたせる。 

○ 児童生徒が、地元北山をＰＲするために、一昨年度よりリーフレットを作成しているので、

今年度はその改良に取り組み、さらに読む人を引き付ける内容にする。 

 

 

 



 (3) 指導の重点７項目 

① 「いのち」を守る教育の充実（安心・安全な学校づくり） 

○ 心の教育 

・ 道徳の時間や各教科、特別活動、学校行事等を通じて、いのちの大切さや自身の

生き方について考えさせる道徳教育に取り組む。 

・ 「ふれあい道徳」を実施し、人格の完成に向けて、学校と家庭が連携を図りながら指導・

支援する。 

・ 道徳教育推進教員を中心として、年間計画に毎月位置付けた、計画的・系統的な「考え、

議論する」特別の教科「道徳」を推進するとともに、外部から講師を招き、職員の道徳の授

業の実践力をアップさせる。また、教科の年間計画に道徳心を育てる場面や活動を振り返る

場面を設定し、各種行事を通して、道徳的心情を育てるようにする。 

・ 自然体験活動やボランティア活動等の豊かな体験活動を通じて、道徳的実践力を育み自

己肯定感を高める。 

・ 児童生徒総会で決定した「北山校みんな仲良し宣言（いじめゼロ宣言）」や故中村冨可男

先生の追悼集会、交通安全集会などを通して、命や人権の大切さについての意識付けを図

る。 

・ 児童生徒集会(月 1 回）において、全校児童生徒が学年ごとに輪番でいじめ防止や人権尊

重に関する取り組みを発表するとともに、「北山校みんな仲良し宣言」を行い、人権意識を

高める。 

○ 安全教育 

・ 毎週水曜日の下校時に、小中共に交通安全宣言唱和を行い、安全・安心の意識化を図る。 

・ 小学部のコミュニティバスで通学している児童以外は、地区別集団登校を実施する。ま

た、登校班のリーダーに反射タスキを着用させたり、防犯ブザーを持たせたりして､緊急時

に備え活用できるように、いのちを守る意識をもたせる。 

・ 中学部は、自転車登下校時に反射チョッキを着用させ、いのちを守る意識をもたせる。 

・ ４月に、全職員で安全マップを確認・見直しを行い、登下校の指導を行う。 

・ 各学期初めに、教師と育友会役員とで交通立番を行い、児童生徒が登下校する通学路を点

検する。 

・ 交通安全教室を実施し、歩行者の心得・自転車の乗り方・整備等を学ばせ、実践できるよ

う指導する。 

・ 毎月校内安全点検を行い、危険箇所や破損箇所を調べ、速やかに修繕・修理等を行う。 

・ 危機管理マニュアルの内容を全職員で確認・見直しを行い、児童生徒が安全を確保できる

行動がとれるようにする。 

・ 学校避難確保計画を作成し、地域と連携して、保護者への児童生徒受け渡し訓練を実施す

る。 

・ 避難訓練（風水害・不審者・火災・地震）を年間３回実施し、いのちを守るための対処方

法を学ばせる。 

 

② 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善（学力向上） 

○ 主体的学びの視点（実践的・体験的な学習の充実） 

・ 単元や毎時間の授業の導入（ゴールの明確化）を工夫し、児童生徒が見通しをも

って進んで学習する授業実践に取り組む。 

・ 学習内容の「まとめ」、学習活動の「振り返り」の時間を確保し、児童生徒の学習調整力

を高め、評価・改善を図る。 

○ 対話的な学びの視点 

・ 小学部では、他者の考えを聞いて、それに対する自分の考えを発表する活動を行ったり、

書く活動を取り入れ、書いたものをもとに話し合ったりする活動を行う。 



・ 中学部では、自分の考えと他者の考えを交流する時間を確保する。複数の資料やデータ等

を関連付けて結論を導き、互いに意見を出しあいながら多面的・多角的に考察する活動を取

り入れる。 

○ 深い学びの視点 

・ 「思考力の６項目（比較・順序・類別・理由付け・定義付け・推理）」を意識した授業展

開を行う。 

・ 問題（課題）解決的な学習を行い、各教科における見方、考え方を働かせて、気付きや考

えを得ることで、課題解決の過程における考え方を交流させ、思考力を育む。 

【小中共通の取組】 

○ 朝読書 … 読解力の育成、知識の習得、読書の習慣化。 

○ 言の葉タイム … 読解力向上 

○ 友愛（補充学習） … 計算力の向上と数学的な考え方の定着 

○ ブロック集会 … コミュニケーション能力の向上（ノースピーチ原稿、感想交流） 

○ 家庭学習の充実 … 学年に応じて家庭学習の目標を決め、学校と育友会が連携し家庭

学習の充実を目指す。また、学年が上がるにつれて、自分でマネジメ

ントしながら、主体的・効果的な学習に取り組む力を身に付けさせて

いく。 

○ 学習指導力の向上を図るために、全体授業研究会では講師を招聘し、指導法改善に向けた

協働体制を構築する。 

○ 職員全体で学習状況調査（全国・県）の分析を行い、指導法改善に生かす。 

【小学部の取組】 

○ 家勉がんばろう週間…学習習慣の確立と学習に向かう態度の育成 

【中学部の取組】 

○ RE（Radio English）タイム…リスニング力の育成 

○ 放課後学習会…学習の補充と学習の目標や内容を考えるマネジメント力の育成 

 

③ 特別支援教育の充実 

○ 児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、生活や学習上の困難を改善・克服に必要な支援

を行う。 

○ 支援を要する児童生徒について全職員と共通理解を図り、支援をしていく。 

○ 定期的に巡回相談を計画し、児童生徒の障害や困り感について理解を図り、よりよい支援に

つなげる。 

○ 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の整備し、利活用する。 

○ 専門機関や保護者との連携を深め、児童生徒の障害や困り感について理解を図り、よりよい

支援につなげる。 

○ 学習環境や授業のユニバーサルデザイン（ＵＤ）化の推進を図る。 

○ ICT 機器やインターネットを活用して、不登校生徒に対する学習や生活の支援を図る。 

○ 特別支援学校や教育センター等から講師を招き、校内研修を開催し、特別支援教育の理解を

深める。 

 

④ 生徒指導の充実 

○ 本校教育目標を具現化するため、月目標を示し、重点指導を行う。 

○ 子ども支援会議（生徒指導・特別支援教育・教育相談）を設け、気になる児童生徒について

協議し、情報の共有化を図り、生徒指導・支援につなげる。 

○ 生活実態調査を毎月月末と長期休業後に行い、児童生徒理解を深め、いじめ等の早期発見に

努める。 

○ Ｑ－Ｕアンケートを活用し、児童生徒一人一人の実態や学級の実態を把握し、指導や改善に



生かす。 

○ 『こども基本法（令和４年６月成立）』及び『生徒指導提要（令和４年 12 月改定）』に伴い、

生徒指導の基本的な考え方や取組の方向性、指導の在り方、課題予防、等を再整理していきた

い。 

〈教育相談〉 

○ 年間に２回、定期相談を実施する。１学期は担任、２学期は児童生徒が指名する職員と行

う。 

○ 教育相談便りを発行し、保護者へ教育相談の呼び掛け、いつでも相談できるような体制づ

くりを行う。 

○ 子ども支援会議では、児童生徒の情報共有を図り、支援・指導体制を確認する。 

○ ケース会議（定例・臨時)を開き、管理職を含め複数の職員でその支援にあたる。 

○ 子どもに関する情報交換を家庭（保護者）、育友会、自治会長や祖父母学級、子ども家庭

課、児童相談所、学事課、学校教育課などと、密に行い、気になる子については積極的に連

絡を行う。 

○ 感謝の心の教育について、学校便りや学級通信、一斉配信メール等を使い啓蒙し、地域・

保護者との協働体制を構築する。 

 

⑤ 人権・同和教育の充実 

○ 人権･同和教育の実践を通して、自分を大切にする心や人を大切にする心、そして、

差別と向き合い、差別を許さない心を育み、認め合い・支え合い・励まし合う仲間づ

くりを進める。また、９学年の縦割り班活動を通して、自己有用感を高める取り組み

を行う。 

○ 全教科、全領域において人権･同和教育の視点に立った学習指導に努め、人権学習の

共通実践など、９年間の小中一貫を通して人権教育の指導の在り方を確立する。 

○ 「いじめ・いのちを考える日」の取組みとして、児童生徒会及び学年単位の実践発

表・報告を輪番制で行う。 

○ 「言葉の力」について指導し、プラスの言葉があふれる環境をつくり、児童生徒が

安心して学校生活を送ることができる空間をつくっていく。 

○ 社会科での部落差別に関わる学習や部落問題学習の実践では、小中の教師が互いに

参観するように努め、人権･同和教育の視点に沿った適切な教材を使った授業を行う。 

○ LGBTs 等など多様な人権課題についても、発達段階に応じた学習を行い、差別を許さない態

度と実践的な行動力を育成する取り組みを行う。 

 

⑥ グローバル時代に対応する外国語教育の充実 

各学年、年３回ずつ（各学期に１回）、オーストラリアの小学校（小学部）と中等学校（中学

部）との遠隔地交流を行うことにより、実際に英語を使い、伝え合う機会をもつ。また、小学部

の外国語活動及び外国語では、ALT や中学部英語科との連携を図り、より効果的な言語活動につ

なげる。 

【小学部】 

○ １、２年生は、年間 10 時間、外国語活動の授業を行い、英語で簡単なあいさつや身の回

りのものが言えるようになるような活動を行う。 

○ ３、４年生は、外国語活動で、聞いたり話したりすることなどの音声面を中心に、興味・

関心を高めながら英語のやり取りができるような活動を行う。 

○ ５、６年生は、「聞くこと」「話すこと」の知識や技能を高めながら、「読むこと」「書くこ

と」を加えた教科としての外国語の導入を行い、中学校への接続を図っていく。 

【中学部】 

○ 小学校での学びを踏まえ、英語で聞いたり、話したり、読んだり、書いたりする言語活動



を学年に応じてバランス良く行い、基礎的な言語運用能力を計画的に身に付ける。 

○ グローバル社会において、英語を使ってコミュニケーションを図る基礎的な能力を育成

するとともに、多様な社会への理解を深め、グローバルな課題について、自分なりの考えや

解決方法を見いだそうとする態度を養う。 

○ オーストラリアの中等学校との交流では、お互いの国の文化についての交流を行い国際

理解にもつなげていく。交流での話題は、自己紹介、家族紹介、学校行事の思い出など身近

なことから、社会的な話題等へと発展させていく。 

 

⑦ 情報教育の充実 

○ １人１台端末を有効に活用するための職員研修を設け、職員同士で効果的に活用すること

ができた場面を共有することで、指導法の改善を図る。 

○ 電子黒板やデジタル教材等の ICT 機器を利活用した教育を推進し、学力・情報活用能力を

向上させる。 

○ 集会や総合的な学習の時間の発表に向けてプレゼンテーションソフトを活用して情報をま

とめる力を身に付けさせ、コミュニケーション能力を身に付ける機会の場を設ける。 

○ Teams や Zoom などの会議システムを活用し、外国や国内の小中学校との遠隔地交流を行い、

国際社会で「生き抜く力」の必須となる情報活用能力(情報リテラシー)の習得・向上を図る。 

○ 道徳の時間などを利用し、各学年に応じた情報モラルに関する指導を実施する。 

○ 学期末育友会や教育講演会を通して、保護者や地域に向けて子どもたちの SNS の使い方な

ど情報モラルの大切さを伝え、連携を図る。 

○ 各教科等での実践を通して、児童のプログラミング的思考を育む。 

 

 (4) 各教科等 
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国語 【小学校】 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し

適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

① 日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるよう

にする。 

② 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養

う。 

③ 言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、

国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 漢字や言語事項、辞書引きの仕方を継続的に指導することで、言語に関する

基礎・基本の定着を図る。 

② 思考・判断・表現について 

○ 書く活動を積極的に取り入れ、筋道を立てて自分の考えをまとめる技能を高

めたり、ペアやグループでの話し合い活動やスピーチ活動を行って伝え合う力

を身に付けさせたりすることで、表現力の育成を図る。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 国語に関心をもち、発達に応じた様々な読書活動を充実させることで、豊か

な言語感覚を養う。 

【中学校】 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表

現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

① 社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるよう
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にする。 

② 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養

う。 

③ 言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化に

関わり、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 語彙を豊かにするために、辞書活用の推進や漢字テストの実施で、言語に関

する基礎・基本の定着を図る。 

② 思考・判断・表現について 

○ 条件作文や話し合い活動で、自分の考えを書いてまとめたり発表したりする

場面を取り入れる。その際、根拠を示した意見交流をすることで、思考力を育

てる。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 国語に関心をもち、進んで読書をしたり、多様な考え方にふれたりすること

を通して、豊かな言語感覚を育む。 

社会 【小学校】 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追求したり解決したりする活動を通

して、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び

社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成する

ことを目指す。 

① 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域やわが国の歴

史や伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活

動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

② 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題

を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考え

たことや選択・判断したことを適切に表現する力を養う。 

③ 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を

養うとともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域

社会の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う

国民としての自覚、世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さについての自

覚などを養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 地理や歴史、現代社会の仕組みや働き等、基本的な知識を理解し、課題を解

決したり、追求したりする活動を通して、資料を活用する力や学んだことをま

とめる力が身に付くようにする。 

② 思考・判断・表現について 

○ 社会的事象に関する基本的な知識や概念の明確化を図り、資料や社会的事象

を関連付けたり比較・類別したりする思考力を育むとともに、調べてまとめた

ことを表現する力を育む。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ よりよい社会の実現にむけての主体的に学習に取り組む態度を育み、社会の

一員としての自覚を育む。 

○ ふるさと学習支援事業を活用し、佐賀市の歴史・文化・伝統等を学び、郷土

に対する誇りと愛情を育む。 
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【中学校】 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、

広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及

び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを

目指す。 

① 我が国の国土と歴史、現代の政治、経済、国際関係等に関して理解するとともに、

調査や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす

る。 

② 社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察したり、社

会に見られる課題の解決に向けて選択・判断したりする力、思考・判断したことを

説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

③ 社会的事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようと

する態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我

が国の国土や歴史に対する愛情、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平

和と繁栄を図ることや、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚

などを深める。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 様々な調査や資料を分析して、それぞれの課題を見つけだし、それを解決す

るための技能が身に付くようにする。 

② 思考・判断・表現について 

○ 資料を活用して社会的事象を多面的・多角的に考察する力を学習プリントや

問題集の活用を通して指導し、新聞やニュースを活用して社会的事象に対する

自分なりの考え方や意見を身に付け、表現力を育てる。 

○ 電子黒板などの ICT 機器を有効活用し、生徒の社会に対する興味・関心を高

め、社会的事象に対する疑問の解決に向けて自分なりの考えを構築し、表現力

を育てる。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 社会的事象について、国家及び社会の担い手として、よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に追究し、解決しようとする態度を育てる。 

算数 数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して数学的に考える資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。 

① 数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解する

とともに、日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。 

② 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本

的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現

を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表したりする力を

養う。 

③ 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題解決

しようとする態度、算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養

う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 掲示物を工夫し、学習の軌跡を視覚的に捉えることができるようにする。 

○ 「なぜそうなるのか」という理由を考えさせ、知識の深い理解を目指す。 

○ 習熟の時間を設定したり、家庭学習でもスキルや計算カードなどを活用した

りして繰り返し練習を行い、知識と技能の習熟を図る。 
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② 思考・判断・表現について 

○ 図・式・言葉を使って自分の考えを伝える場を設定し、思考力・判断力・表

現力を育成する。 

○ キーワードを用いて自分の言葉でまとめたり、順序を表す言葉を使って、筋

道を立てて論理的に説明したりする活動を行う。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 単元の導入とゴールを明確にし、子ども達の意欲につながる主体性を育む。 

○ 問題提示の工夫や考えの交流などあらゆる場面で ICT 機器を活用し、主体的

に学ぶ姿勢や意欲の向上を図る。 

○ 家庭学習では、授業で取り扱った学習の発展的な問題へ挑戦させ、学んだこ

とを生活や学習に生かそうとする態度を育む。 

数学 数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・

能力を次の通り育成することを目指す。 

① 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解すると

ともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理し

たりする技能を身に付けるようにする。 

② 数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統

合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現

する力を養う。 

③ 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に

生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を

養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ やり直し用のノートを準備させてノート指導を行い、授業やテストの振り返

りを徹底し、知識・技能の習熟を図る。 

② 思考・判断・表現について 

○ 数学的な思考力・表現力を育成するために、話し合い活動や考えをまとめる

場面を設定し、数学的な表現を用い、根拠を明らかにし、筋道を立てて説明す

る学習活動に取り組む。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 電子黒板等の ICT 機器や立体模型などを有効活用し、数学に対する興味や関

心を高める。 

○ ワークシートを工夫し生徒が主体的に課題に取り組み、粘り強く考え解決し

ていく態度を養う。 

理科 【小学校】 

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を

行うことなどを通して、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決する

ために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

① 自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能

を身に付けるようにする。 

② 観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。 

③ 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 少人数の利点を生かし、一人一人に十分な観察・実験の経験させることで、

科学的な認識の定着を図り、知識と技能の習熟を図る。 
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② 思考・判断・表現について 

○ 生活の中から問題を発見し、学習の計画を立てたり、キーワードを使って実

験や観察の結果をまとめたりする学習を取り入れ、思考力・判断力・表現力を

育てる。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 児童の知的好奇心や探究心を高めるために、ICT を活用し、観察・実験や自

然体験、科学的な体験を充実させた指導の工夫を行ったり、児童の疑問をもと

にした学習計画を立て見通しをもたせたりすることで、主体的に学習に取り組

む態度を育てる。 

【中学校】 

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実

験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

① 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、

実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

② 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 

③ 自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 問題集や学習プリントを活用し、繰り返し解くことの大切さを実感させ、知

識・技能の習熟を図る。 

② 思考・判断・表現について 

○ 科学的な思考力や表現力を育成するために、観察、実験の方法を考えさせた

り、実験操作等の理由を思考させたりする場面を設定し、全体で共有する活動

を仕組む。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 電子黒板などの ICT 機器を有効活用することで、理科に対する興味・関心を

高め、科学的事象に対する疑問の解決に、意欲的に取り組む態度を育てる。 

生活 具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、自

立し生活を豊かにしていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。 

① 活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、

それらの関わり等に気付くとともに、生活上必要な習慣や技能を身に付けるように

する。 

② 身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、自分自身や自分の生活につ

いて考え、表現することができるようにする。 

③ 身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学んだり生活を

豊かにしたりしようとする態度を養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 活動や体験を重ねさせることで、様々な視点から見たり考えたりして、生活

上必要な習慣や技能が身に付くようにする。 

② 思考・判断・表現について 

○ 自分がかかわった人や社会、自然について考えたことを絵や文章で表現する

力を育む。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 児童が積極的に人や社会、自然に関わることができる単元内容の工夫を行
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い、自ら働きかける態度を養う。 

音楽 【小学校】 

表現及び鑑賞の活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音

や音楽と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

① 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表現

をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

② 音楽表現を工夫することや、音楽を味わって聴くことができるようにする。 

③ 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する

感性を育むとともに、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 児童一人一人が、歌詞や曲のイメージを膨らませ、音楽に対する感性を働かせ

る場を設定する。 

○ 思いや意図に合った表現ができるように、歌い方や鍵盤ハーモニカやリコーダ

ーの演奏の仕方の技能が身に付くようにする。 

② 思考・判断・表現について 

○ 様子を表すように歌ったり、リコーダーや鍵盤ハーモニカを演奏したりするな

ど表現する場を設定する。 

○ 聴きとったこと、感じ取ったことを自分の言葉で表現できるようにする。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 友達と気持ちを合わせて音楽を表現し、音楽活動をする楽しさを味わう場を設

定する。 

○ ICT 機器を活用し、音楽に興味・関心をもち、生活の中の様々な音楽に親しむ

指導の工夫を行う。 

【中学校】 

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の

中の音や音楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。 

① 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性ついて理解するとと

もに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにす

る。 

② 音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができ

るようにする。 

③ 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むととも

に、音楽に対する感性を豊かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を

培う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 音楽を形づくっている要素などの働きについて実感を伴いながら理解し、音

楽活動などに生かすことができるようにする。また、音楽に関する歴史や文化

的意義を、音楽活動を通して、自己との関わりの中で理解できるようにする。 

○ 創意工夫の過程でもった音楽表現に対する思いや意図に応じて、その思いや

意図を音楽で表現する際に自ら活用できるようにする。 

② 思考・判断・表現について 

○ 音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらが生み出す特

質や雰囲気を感受しながら、知覚したことを感受したこととの関わりについて

考えさせる。 
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③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 生徒が音や音楽の存在に気付き、それらを主体的に捉え、生徒一人一人が音

や音楽をそれぞれの感じ方で味わうことができるよう電子黒板の ICT 機器や、

和楽器、さまざまな国のパーカッション等に触れさせ、音楽を愛好する心情を

育む。 

図画 

・ 

工作 

表現及び鑑賞の活動通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中

の形や色などと豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

① 対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理 

解するとともに、材料や用具を使い、表し方などを工夫して、創造的につくったり

表したりすることができるようにする。 

② 造形的なよさや美しさ、表したいこと、表し方などについて考え、創造的に発想

や構想をしたり、作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることができ

るようにする。 

③ つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しよう

とする態度を養い、豊かな情操を培う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 造形的な視点に基づき、材料の特徴を生かしながら、ものを作ったり絵を描

いたりする技能が身に付くようにする。 

② 思考・判断・表現について 

○ 児童自身のアイデアを紹介したり、相互鑑賞する学習活動を行ったりするな

ど、対話的な学習活動を取り入れ、造形活動のよさや美しさ、楽しさを味わわ

せ、思考力・判断力・表現力を養う。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 日常生活の中でも、学習活動の中で学んだ造形活動のよさや楽しさを生活に

生かしていくように促し、豊かな心を育てる。 

美術 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や

社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 

① 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、表現方法を創意工

夫し、創造的に表すことができるようにする。 

② 造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きなどについて考え、主題

を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を

深めたりすることができるようにする。 

③ 美術の創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を育み、感性を豊かにし、

心豊かな生活を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 基礎的表現に時間を割き、積み重ねの重要性を身に付けさせ、知識・技能の

習得を図る。 

② 思考・判断・表現について 

○ いろいろな作家たちの作品に触れることにより、より豊かな感受性を育て

る。（図書室の利用、ビデオ学習、ICT の活用） 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 美術の学習で学んだ造形的なよさや美しさ等を普段の生活の中に取り入れ、

心豊かな生活をつくっていく態度を育てる。 
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体育 体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向けた学習過

程を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。 

① その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全につい

て理解するとともに、基本的な動きや技能を身に付けるようにする。 

② 運動や健康についての自己の課題を見付け、その解決に向けて思考し判断すると

ともに、他者に伝える力を養う。 

③ 運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、楽しく明るい生活

を営む態度を養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 運動遊びや運動の特性に応じた場の設定、ルールの工夫を行い、体を動かす

ことで基本的な動きや技能が身に付くようにする。 

② 思考・判断・表現について 

○ 運動遊びや運動の特性に応じて自分でめあてを考え、課題解決に向けて自分

で考えたり、友達と話し合ったりして互いに伝え合う場を設定し思考力・判断

力・表現力を育てる。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 運動遊びや運動の特性に応じて、安心して活動に取り組むことができるよう

な場の設定やルールの工夫を行い、児童生徒が主体的に学習に取り組むことが

できるようにする。 

保健 

体育 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的な解決に向けた学

習過程を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増

進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。 

① 各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解

するとともに、基本的な技能を身に付けるようにする。 

② 運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断す

るとともに、他者に伝える力を養う。 

③ 生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明

るく豊かな生活を営む態度を養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 体育理論の授業と関連させながら、活動を行わせる。また、オリエンテーシ

ョンを充実させ、生徒に各運動の特性を理解させる。 

② 思考・判断・表現について 

○ ワークシートを充実させ、自己の課題やグループの課題に着目させながら、

話し合い活動に取り組ませ、思考力・判断力・表現力を育てる。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 電子黒板等の ICT 機器を活用したり、ゲームの場所・道具、ルールを工夫し

たりして、運動に安全に取り組ませ、主体的に運動に関わる態度を育てる。 

家庭 

科 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的

な活動を通して、生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。 

① 家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必要な基礎的な理解

を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。 
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② 日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考え、実践

を評価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。 

③ 家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家族の

一員として、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 授業では自分の生活を振り返らせ、日常生活と結びついた指導を行い、実践

を通して家庭生活に必要な知識・技能が身に付くようにする。 

② 思考・判断・表現について 

○ 自分の周りの環境や日常生活の中から課題を見い出し、めざす自分の姿を意

識して学習に取り組ませ、課題に対して考えたこと、改善したことを振り返ら

せ、よりよい生活につなげる実践力を育む。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ ICT を活用したり、実践的な活動を積極的に取り入れたりしながら、児童が

家族や地域の一員として主体的に活動しようとする態度を育成する。 

技術 

家庭 

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ、生活や技術に

関する実践的・体験的な活動を通して、よりよい生活の実現や持続可能な社会の

構築に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目

指す。 

① 生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能

を身に付けるようにする。 

② 生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実

践を評価・改善し、表現するなど、課題を解決する力を養う。 

③ よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創

造しようとする実践的な態度を養う。 

［技術分野］ 

技術の見方・考え方を働かせ、ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な

活動を通して、技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。 

① 生活や社会で利用されている材料、加工、生物育成、エネルギー変換及び情報

の技術についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付け、

技術と生活や社会、環境との関わりについて理解を深める。 

② 生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し、解決策を構

想し、製作図等に表現し、試作等を通じて具体化し、実践を評価・改善するなど、

課題を解決する力を養う。 

③ よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に技術を

工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ それぞれの内容において、技術の光と影を考えさせ、技術と社会や環境は

相互に影響することを、話し合い活動の場を設定し、より深く理解させ、知

識と技能の定着を図る。 

② 思考・判断・表現について 

○ めあてを、身近な生活及び産業等から生徒とともにつくり出せるような仕

組みと題材設定を行い、思考力・判断力・表現力を育む。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 「SAGA ものスゴ（製作著作：佐賀県）」など DVD 教材を活用し、地元や最
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先端の技術や「SDGs」を各領域の学習に結びつけ、工夫し創造する場面を意図

的につくり、よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けた態度を育

てる。 

［家庭分野］ 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な

活動を通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。 

① 家族・家庭の機能について理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境など

について、生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能

を身に付けるようにする。 

② 家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決

策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなど、これ

からの生活を展望して課題を解決する力を養う。 

③ 自分と家族、家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々と協働し、

よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養

う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 衣・食・住・消費環境の基礎的事項を実験、実習を通して理解する。日常

食を整えたり、布を用いた物の製作を行ったりして、知識・技能が身に付く

ようにする。 

② 思考・判断・表現について 

○ 日常生活の中から自分自身の課題を見つけ、解決策を考え実践する。それ

らをまとめて発表する表現力を育む。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 幼児の心身の発達等を学習し、保育所訪問等での体験活動を通して、自ら

の成長を振り返る態度を育てる。 

外 

国 

語 

【小学校】 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語に

よる聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、コミュニ

ケーションを図る基礎となる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

① 外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、日本語と

外国語との違いに気付き、これらの知識を理解するとともに、読むこと、書くこと

に慣れ親しみ、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケ

ーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。 

② コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄に

ついて、聞いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙

や基本的な表現を推測しながら読んだり、語順を意識しながら書いたりして、自分

の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。 

③ 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ ALT やオーストラリアの小学校との交流を通して、文化の違いを理解させ、

基礎的なコミュニケーションが身に付くような手立てを仕組み、知識・技能の

習得を図る。 
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② 思考・判断・表現について 

○ 学習活動の中で、「話す・聞く・読む・書く」場面を設定し、言葉やジェスチ

ャー等を使って、相手に自分の気持ちや考えを伝える場面を設定し、伝え合う

楽しさや喜びを感じ取らせながら、コミュニケーションの基礎的な力を育む。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 外国語を通して、言語やその背景にある文化に対する理解を深め、相手に配

慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度

を養う。 

【中学校】 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞

くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなど

を理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次

の通り育成することを目指す。 

① 外国語の音声や語彙、表現、文法、言葉の働きなどを理解するとともに、これら

の知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーシ

ョンにおいて活用できる技能を身に付けるようにする。 

② コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じて、日常的な話題や社会的な

話題について、外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活用して表

現したり伝え合ったりすることができる力を養う。 

③ 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手

に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度

を養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ 授業の導入で語彙力を増やし、即興で英語でコミュニケーションを図る力を

養う活動を行うと共に、電子黒板等の ICT を利活用し、外国語の音声や語彙、

文法、言葉の働き等の知識・技能の定着を図る。 

② 思考・判断・表現について 

○ テーマを決めて small talk を行い、考えを伝え合う活動を行う。学年の学習

内容に応じて、学期に数回スピーチやペアでの発表を行い、表現力やコミュニ

ケーション力を向上させる。 

○ パフォーマンステストやポスター作りなどに、一人一台のタブレットパソコ

ンを活用し、相手意識をもった英語の表現活動ができるようにする。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 単元や授業の導入においては、生徒の興味・関心を高めるような話題を提示

し、そのことが生徒の課題解決や持続した学びにつながるようにする。 

○ コミュニケーションに必要な知識や技能、表現力等をどのように学んだか、

また、何を身に付けることができたかの振り返りを書かせ、自身の学習をメタ

認知させ主体的な学びにつなげる。 

特別 

の 

教科 

道徳 

第１章総則の第１の２の(2)に示す道徳教育の目標に基づき、よりよく生きる

ための基盤となる道徳性を養うため、道徳的価値についての理解を基に、自己を

見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学

習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

北山校としては【小学校】【中学校】 

① 道徳の時間を要として、全教科及び全教育活動を通じて道徳教育に積

極的に取り組む。 

② 道徳の授業では、ペアやグループで自分の考えを話す場を設定し、児童



各 

教 

科 

生徒が友達とのやりとりを通して多面的・多角的な見方や考え方に触れ

ることができるようにする。 

③ ボランティア活動や自然体験活動などの豊かな体験活動や道徳的実践

を充実させ、自己表現や自己開示など個々の児童生徒について出番と承

認の場面をつくることで、自己肯定感情を高める。 

④ 異学年との合同授業や活動を通して、個性や発達段階の違いを理解しお互いを

認め合う仲間づくりを進める。 

⑤ 授業参観の際、各学級で「ふれあい道徳」を実施し、家庭で話題にして会話を

増やしたり、理解や協力を求めたりすることで、学校と家庭が一貫した指導をし

ていく。 

⑥ 教科書の他、適宜地域や学年に応じた教材を活用し、様々な人との出会いや自

然体験をふり返り、学んだことや心の変容を表現させる。 

外国語 

活動 

(3、4 年生) 

外国語によるコミュニケーションの見方・考え方を働かせ、外国語による聞く

こと、話すことの言語活動を通して、コミュニケーション図る素地となる資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

① 外国語を通して、言語や文化について体験的に理解を深め、日本語と外国語との

音声の違いに違い等に気付くとともに、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ

ようにする。 

② 身近で簡単な事柄について、外国語で聞いたり話したりして自分の考えや気持ち

などを伝え合う力の素地を養う。 

③ 外国語を通して、言語やその背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮し

ながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

北山校としては 

① 知識・技能について 

○ ALT やオーストラリアの小学校との交流を通して、外国語の音声や基本的な

表現に慣れ親しませる。 

② 思考・判断・表現について 

○ 「話す・聞く」場面を多く設定し、言葉やジェスチャー等を使って、相手に

自分の気持ちや考えを伝える場面を設定し、伝え合う楽しさや喜びを感じ取ら

せる。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ 相手意識をもたせ、自分の伝えたいことを明確にしながら１往復半のコミュ

ニケーションができるような場を設定する。 

総合的な 

学習の 

時 間 

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、

よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。 

① 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に

付け、課題に関わる概念を形成し、探求的な学習のよさを理解するようにす

る。 

② 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・

分析して、まとめ・表現することができるようにする。 

③ 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、

積極的に社会に参画しようとする態度を養う。 

北山校としては【小学校】【中学校】 

① 知識・技能について 

○ 地域の人材を活用することで、郷土を大切に思う心を育てるとともに、自分

の学習課題について学ぶことの楽しさを感じ取らせ、課題の解決に必要な知識



及び技能が身に付くようにする。 

② 思考・判断・表現について 

○ 地域に関する事柄や事象の中から課題を設定し、前期は「ふるさとのよさを

知ろう」、中期は「ふるさとの産業について学ぼう」、後期８年生は「進路学習」、

９年生は「福祉」のテーマを基に課題を設定させる。そして、郷土の自然やく

らし、人々のすばらしさに気付かせ、郷土を誇りに思う気持ちを育てる。中期

(５･６･７年)は、３学年合同授業を積極的に推進する。 

○ 調べたりまとめたりする段階で、ICT を利活用し自分たちの課題を解決した

り表現したりする力を身に付けさせる。 

④ 主体的に学習に取り組む態度について 

多様な人々と関わったり、体験的な活動をしたりすることを通して、自ら進ん

で課題解決に取り組む児童生徒を育成する。 

特別活動 

(学級活動) 

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、実践

的に取り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決す

ることを通して、次のとおり資質・能力を育成することを目指す。 

① 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となること

について理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。 

② 集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意

形成を図ったり、意思決定したりすることができるようにする。 

③ 自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会にお

ける生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、自己の生き方についての考え

を深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。 

北山校としては【小学部】【中学部】 

① 知識・技能について 

○ 新入生をむかえる会や体育大会、文化発表会、サマーキャンプなどの行事に

おいて、児童生徒が創意工夫して運営する９学年による縦割り班活動を推進

し、人と関わる力やコミュニケーション能力を育む。 

② 思考・判断・表現について 

○ ブロック集会では、スピーチ活動を行い、話す力、聞く力、質問する力を育

成する。 

○ ボランティア活動等、積極的に社会参画するように働き掛け、社会に貢献す

る気持ちを育む。 

③ 主体的に学習に取り組む態度について 

○ ５年生から９年生で児童生徒会を組織し、本部（総務）・文化・保体の各委員

会で活動を行い、よりよい学校生活づくりに参画し、自主的に諸課題を解決し

ようとする実践的な態度を育む。 

○ 中学部では、自分の将来にふさわしい生き方や職業について考え、選択して

いこうとする態度を養う。また、佐賀市中学校生徒会パワーアップ・プランを

活用し、自校の児童生徒会の活動を見つめ社会参画の意識をもたせる。 

ｷｬﾘｱ教育 ○ キャリアパスポートを活用し、キャリア教育を推進する。 

○ 児童生徒が自らの将来に夢や希望をもち、周りの人々と関わりながら主体

的に生きようとする意識と態度を育てる。 

○ 系統性と連続性を重視した９年間の一貫した生き方指導の指導計画を立

案、実践することにより、発達段階に応じて身に付けるべき社会性を系統的に

育成していく。  

○ 働くことの大切さや、人のために役立つことの喜び、友達との仲間意識や思いやり

などを学ぶために、学年に応じた体験学習を行う。 



環境教育 ○ 「佐賀市学校版環境 ISO」の行動計画に基づき、北山校環境 ISO に関する取

組を行い、環境意識を高める。 

○ SDGs の内容と北山校環境 ISO の取り組みで重なる所を考え、自分たちにで

きる環境を守る取組を行っていく。 

読書指導 ○ ４月にオリエンテーションを行い、利用指導と図書の紹介を通して読書意欲をもた

せる。 

○ 地域ボランティア「ひなたぼっこの会」による月一度の「読み語り」の継続実施、

及び、図書室便りの発行、また年１回１学期に図書室祭りを実施し、本に親しむ機会

を設ける。 

○ 児童生徒会（文化委員会）の活動との連携による年間の学年別読書冊数、及び、貸

出冊数の目標設定、学級文庫の設置、朝読書の時間の確保を通して、読書習慣の向上

を図る。 

○ 国語辞典・漢和辞典・英和辞典等の活用の推進で、豊かな語彙を身に付ける手立て

を図る。 

○ 資料や情報機能の整備と充実を図り、図書室情報の有用性に気付かせる。 

○ 学校図書館司書による児童生徒の図書室利用状況報告を活用し、図書室利用の活性

化を図る。 

○ 学期に 1 回ずつ全学年で「味見読書」を行い、読む本の質を向上させるとともに、

ジャンルを広げさせる。 

食に関す 

る教育 

○ 「佐賀県食育強化月間」（６月と 11 月）には、「早寝早起き朝ごはん」チェ

ックシートを使って、児童生徒の望ましい生活習慣の定着を図るため、家庭と

連携した取り組みを実施する。 

○ 給食時の保体委員会の放送や学校給食週間での活動を通して、児童生徒の

食生活に対する意識を高めさせたり、給食への感謝の気持ちを育んだりする。 

○ 担任と栄養教諭との TT による指導を行い、児童生徒の実態に応じた食育の充実を

図る。 

○ 卒業生（６年生と９年生）を対象に、テーブルマナー教室を行い、洋食の作法や食

事のマナーを身に付けさせ、社会性を育む。 

教育課題 

への対応 

【学力向上の推進】 

○ 読解力の向上と主体性を育む問題解決的な学習に取り組む。 

○ 「北山校授業モデル」（つかむ→見通す→考える→深める→まとめる）を

徹底し、児童生徒が「めあて」に即した「見通し」をもって進んで学習する

授業を全校で取り組む。 

○ 小学部と中学部ごとに１回ずつ、計２回の全体授業研を行い、児童生徒が主体的

に課題を解決しようとする力を育む授業法の研究を進める。 

【心の教育の充実】 

○ 授業を公開することにより、家庭や地域の方々に学校の取組を知っても

らうと共に、心の教育においても家庭、地域との連携を図る。 

○ 月に１回、いじめ・いのちを考える日として、集会を行う。 

○ いじめアンケートを月に１回にとり、また日常の細かな観察を併せ、早期発見、

早期対応をしていく。 

○ 年度初めに「あいさつ、返事、言葉遣い」についての指導を行うと同時に、年間

を通して全校集会の際に「あいさつ、返事、言葉遣い」についてふれ、意識の継続

を促す。 

○ キャリアパスポートを活用し、各種体験活動では、児童生徒に自分の生き方・目

標を見据えた活動の見通しと学びの振り返りを行う活動を仕組む。 



【健康・体つくりの充実】 

○ 合同体育により、団体競技等を積極的に取り入れ、異学年で体力づくりを意識し

た交流を行う。 

【業務改善・働き方改革の推進】 

○ 定時退勤日を設定し、徹底する。 

○ 原則として課業日１日と週休日１日の部活動休養日を徹底させる。 

○ 職員同士の声を掛け合いやふれあいを大切にし、業務の平準化を図った

り、複数担当制にしたりする。 

○ 常に教育課程を見直し、適正かつ無理のない教育課程を編成する。 

【地域連携の充実】 

○ 「北山ふれあいサマーキャンプ」「ふれあい冬の北山まつり」を、実情に

あったものに改善し、参加者全員が充実感を味わえる企画とする。 

○ 体育大会や文化発表会を地域、保護者と連携を取りながら開催する。 

○ 祖父母学級で地域の方に学校を公開し、学校教育への関心をもってもらう。 

【小中一貫教育の推進】 

○ 小中一貫教育のねらいやよさ（９年間の系統性と小中の連携）を確認して教育課

程を行っていく。 

【危機管理の充実】 

○ ICT 関係の危機管理については、これまで以上に高度化・複雑化が予想され、GIGA

スクール構想が推進されていく中、迅速な対応が要求され、様々な機関との連携を

深めていく必要がある。また、学校では危険物を取り扱う教科もあり、施設設備・

危険物の安全管理等には特に留意したい。その他、教職員の服務規律の保持、金銭

を取り扱う立場にあるものの出納状況などにも定期的に点検を行う必要がある。さ

らに、不審者への対応やスポーツ事故、スポーツ障害、アレルギー疾患、感染症そ

して自然災害など様々な危険への対応を想定し児童生徒や職員、保護者への啓発を

行い、日頃から健康・安全面について危機意識をもって教育活動にあたる必要があ

る。 

 


